
































































































歌は好きですか　[ 大好き　  まあ好き　  少し苦手　  とても苦手 ]
いままでの歌う機会は　[ 自宅　 カラオケ　 合唱部・合唱団　 その他 ]
今後、どういった機会で歌っていきたいですか











げられた言葉は「高い声が出ない ( 音域の悩み )」「音がとれない ( 音程の悩み )」






































































































































　　Ｎｏ . １ 上下の門歯にあてる
　　Ｎｏ . ２  胸骨の最上端にあてる
　　Ｎｏ . ３a 鼻根部にあてる
　　Ｎｏ . ３b  上顎部、硬口蓋の前部にあてる
　　Ｎｏ . ４a 頭頂部にあてる
　　Ｎｏ . ４b 軟口蓋にあてる
　　Ｎｏ . ５ 前頭部にあてる
　　Ｎｏ . ６ うなじにあてる
②各アンザッツタイプの特徴





















































































にわとり　( Ｎｏ . ２　胸声 )
にわとりさんは、どのくらいの大きさかな？（子どもたちの返事を待ってから）






















































































































































































































































上手にできませんでした。子どもたちの方が上手で、" どうやるの？ " と聞い
























ようございます " と言ってみましょう」「" ありがとうござました " の挨拶をし




























































































　Ｎｏ . ３a が鼻根部に美しく響いていれば、鼻をつまむと同時に、その声
は失われる。そして、つまんでいた手を放すと同時に、また豊かに響く。鼻
をつまむという補助動作によって、鼻根部に響かせることに全神経が集中し、












　Ｎｏ . ３b が、硬口蓋に美しく響いていれば、鼻をつまんでも声が消える
ことはない。注意すべきは、Ｎｏ . １やＮｏ . ２のアンザッツを利用した声
にならないことである。鼻をつまんでも出続ける声を意識するあまり、Ｎ

































に響かないという悩みをもつ学生がいた場合には、「ヘソ ( 腹筋 ) とソヘ ( 背






















































































にとって伴奏しやすいハ長調で演奏すると、" 二点ハ " や　" 二点ニ " の音が頻
繁に出てきてしまう。多くの幼児にとっては、地声では出し辛い高音域である。
筆者は、園児のブレイク（地声と裏声の切り替え域）を、複数の園での歌唱指




れぞれ下記のような問題が起こる。変ロ長調だと最低音が " 一点ハ " となり、
決して園児にとって出し辛い低さではないが、最高音が " 二点ハ " のため、こ
の音は地声では出ない園児も多い。また、伴奏には♭が二つ付く。イ長調の場
合は、最高音は " 一点ロ " と、地声のままで出せる園児が多くなる高さになるが、




















①「こはん」とは、なんでしょう？ " 三択クイズ "
    「１：ごはん」「２：うみのまわり」「３：みずうみのまわり」　正解は３
②「水色（フクロウ）」で「ホホ （ー " 二点ニ " " 一点ロ " の繰り返し）」練習
③　　　　　  部を「水色（フクロウ）」、それ以外を「赤（げんき）」で歌う






































































































に " 二点ハ " や " 二点ニ " だけを「水色（裏声）」にするよりも＜譜例⑥＞のよ
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